
  

【作
者
】杉
浦
重
剛
（一
八
五
五
～
一
九
二
四
年
）（安
政
二
年
～
大
正
十
三
年
）明
治
大
正
時
代
に
活
躍
し
た
教
育
家
。
滋
賀
県
出
身
。 

一
時
期
、
政
治
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
も
な
っ
た
が
生
涯
の
大
半
は
、
教
育
家
と
し
て
活
躍
し
、
晩
年
は
天
皇
家
の
御
進
講
に
当
た
っ
た
。 

そ
の
高
潔
な
人
格
と
卓
越
し
た
識
見
か
ら
こ
の
時
代
の
師
と
仰
が
れ
た
。
七
十
歳
で
病
没
。 

【語
釈
】＊
昨…

昨
日
。  

＊
非…

誤
り
・過
ち
。  

＊
今…

今
日
。  

＊
是…

正
し
い
。  

＊
何
論…

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。 

＊
道
義…

守
る
べ
き
人
の
道
。  

＊
三
復…

三
回
、
何
回
も
繰
り
返
し
て
。  

＊
日
月…

太
陽
と
月
。 

【通
釈
】昨
日
ま
で
非
と
言
っ
て
い
た
者
が
、
今
日
は
是
と
言
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
節
操
の
な
い
世
の
中
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
は
な
い
か
。 

人
は
皆
、
道
義
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
古
人
の
句
を
繰
り
返
し
吟
ず
べ
き
で
あ
る
。
太
陽
と
月
を
天
空
に
並
び
懸
け
て
こ

の
国
を
照
ら
す
。 

【
鑑
賞
】
起
句
の
「
昨
非
今
是
」
は
陶
淵
明
の
名
詩
「
帰
去
来
の
辞
」
に
あ
る
「
今
是
昨
非
」
を
も
じ
っ
た
も
の
。
ま
た
、
結
句
の
「
双
懸
日
月
照
乾
坤
」
は
、
李
白
の
名
詩

「上
皇
西
巡
南
京
歌
」の
結
句
を
そ
の
ま
ま
引
用
、
し
か
し
そ
の
大
胆
な
試
み
が
こ
の
詩
を
風
格
高
い
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 


